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 12 月 26 日 雪 

  快適な養魚場を後に、いよいよ奥又白へと向かう。馬力をかけて荷物をかついだ為、昨

日とは打って変わったピッチで進む。昨日のシュプ－ルは消されている。出合いを過ぎた頃

より、輪カンの跡が延々と続いている。先を越されたかと気にしながら登って行くと、ラッ

セルは途中で分かれ、八峰側稜へと続いている。多分、大阪市大のパ－ティだ。昨日のデポ

地に天幕を張り、のんびりと栄養の補給に努める。  

 

 12 月 27 日 曇のち雪 

  澤田、石原國、若山、宝の木までの荷揚げ。南川風邪のため天幕にて休養。松高ルンゼ

下のデプリは少ないが、幾度かの行き来のため、安全第一と中畑新道にラッセルをつけるこ

とに定める。さすがにこのラッセルは厳しい。ガスに閉ざされた中を、ただ身体を 1cm で

も前へと努力が続く、ようやく灌木帯を抜け、宝の木を左横に見て、トラバ－スに移るラッ

セル、若山が驚異的な馬力を出す。左手に持ったストックを水車のごとく振り廻し、胸のあ

たりの雪を、かき分け、かき分け宝の木へと進む。全く閉口だ。くたくたに疲れ感激もあっ

たものではない。 

 荷物を放り出し、天幕へ降りる。夕刻、下又、あるいは明神か、しきりに遠雷の如き雪崩

の響きが身に沁み入る。 

 

 12 月 28 日 曇 

  今日も荷揚げだ。若山は今日は休養の筈が、出発の準備も終え、天幕の外に飛び出した

途端、アラヨ！の声が入る。部隊長だ。こんな朝方に来るとは珍しいことだ。部隊長も、休

養することにして、3 人で出かける。昨日のラッセルのお蔭で、ピッチは弾む。2 時間に少

しで、宝の木に到着する。前穂側は、全然見えぬが、四峰は下半分をのぞかせて、挑戦して

いるかのごとく、我々のファイトをかきたてる。今年はまだ雪が少ないのであろうか。蝶、

大滝の山々も、すっかり冬装束では覆われていない。のんびりと楽しみながら下りに移る。 

 いよいよ待望の又白池での天幕生活に入れるぞ。この半年、夢にまで描いた冬の奥又白、



しかもなお黒々と雪をも許さぬ、岩壁に囲まれながら。夜、久しぶりに部隊長を迎え、明日

よりの期待に満ちながら、大いに話しがはずむ。  

 

 12 月 29 日 曇 

  天幕を撤収、スキ－その他をデポし、池へと向かう。中畑新道も、三度目ともなれば、

国道級だ。写真を録り、録りゆっくりと進む。池へ着けば設営作業だ。10 日間の生活だ。

快適に張ろう。ブッシュも沢山敷いて。瞬く間に、6 人用ウィンパ－が 2 張見事に張られ

た。夜中よりぐんと冷え、冬の星が輝き始める。一応明日の準備にかかる。 

 

 12 月 30 日 曇 

  余り感心しない天気だ。しかし、B 沢及び平谷のラッセルと偵察を兼ねて、7 時半、石

原兄、石原國、澤田は出掛ける。思ったより雪がしまっていて、ラッセルの苦労も少なく、

B 沢に入る。狭い B 沢を恐る恐る登って行く。右岩稜、北壁の積雪状態は非常に少ない。北

壁直下までつめて、しばし北壁を凝視している途端、頭上 D フェ－スの上から雪のブロッ

クが落ちて来てあわやと思われたので、ほうほうの体で天幕に戻る。午後休養。お好み焼き

を始める。豊富に持ったレバ－も心強いかぎりだ。 

 

 12 月 31 日 雪 

  終日リビ。朝方、高井兄弟が天幕に到着す。昨日、中畑新道下部でビヴァ－クを余儀な

くされたそうだ。しかも、明神の最南峰で東雲の方が遭難されたという、噂話をもって。 

 雪はしんしんと降り続けている。一体いつになったら青空が見えることだろう。12 月晦

日、29 年度もこれで終わりだ。 

 ２日には若山は帰宅せねばならない。 

 

余白部分に記載…◎高井君の天幕着の日、これで良いですか？30 日、天幕着ではなかった

ですか？ 

 



 1 月 1 日 晴 

  詳しくは岳連会報。 

  ３時半起床、6 時天幕発。石原國、若山、澤田の order。 

 7 時 30 分 B 沢上部でアンザイレン。 

 8 時 北壁取付。 

 11 時 スノ－リッヂ。 

 15 時 10 分 第二テラス、A フェ－ス直下。 

 17 時半 B.P 地点。 

 19 時 ビヴァ－ク。 

 

 テント人員 石原兄、高井兄弟、南川、上岡さん 13 時テントに到着。 

 高井兄、アタック隊の帰りがないので、夕刻、A 沢下迄行くも連絡取れず？ 

 松田、北川、室、森、太田、名古屋発 

 

 1 月 2 日 雪 

  ８時行動開始。 

 石原トップを若山に交代(9 時)。 

 9 時 20 分、スリップ、墜落。 

天幕に向って救援依頼、「了解」の返事。 

 14 時半、高井兄と若山の墜落と現在位置の連絡がつく。テントでは、石原兄、上岡、高

井兄、A 沢より東壁隊のサポ－トに出発。途中救援依頼の報せを受け、高井兄、上岡は更に

登り第二尾根で石原國、澤田と連絡がつく。 

 石原兄は直ちに天幕に降り、高井弟を連れ、救援隊の依頼にホテルに下る。途中中畑新道

にて関西登高会の方に、更に徳沢にて早大 OB 三名の方に救助を依頼。上高地より神戸に電

話及び電報にて連絡。坂巻にいる後発隊に連絡。 

 高井兄、上岡はラッセルの重荷と、時刻が遅いので、天幕に引き返す。 

 南川テントキ－パ－。  



 坂巻にて松田、室、森、北川、太田、遭難の報せを受け、直ちに腹痛の松田、太田、森を

残して室、北川はホテルに上がる。 

 関西登高会、又白池に B.C 設置。西糸屋 2 名(上高地で救援の依頼を受け)徳沢へ。 

 

 1 月 3 日 雪 

 ・10 時 20 分 ガスの切れ間より、天幕よりラッセルの跡がくっきり見え、これをたど

って行けば、４つの黒点が A 沢に向っている。14 時、高井兄が頂上よりアップザイレンで

降って下る。石原國救助の後、澤田も B.C をあとにする。(14:40 分) 

 17 時前後、相次いで天幕に迎え入れられる。(詳細下記) 

 ・上岡、高井兄、5 時天幕発。猛烈なラッセルに苦しみ、登高会３名及び徳沢よりの西糸

屋２名、早大 O.B３名に追いつかれる。頂上より２名を引き揚げ、天幕に降ろす。高井兄は

後始末の為、少し遅れる。 

 ・森、室、池の B.C に向うも、途中道を誤り思わぬ時間を喰い 16 時頃着く。 

 ・松田、太田、石原兄、高井弟、徳沢へ。北川は養魚場のキ－パ－に。 

 ・石岡、赤嶺、三林、新井、早朝名古屋発。稲核で銀ちゃんを依頼し、ホテルに向かう。

24 時着。 

 ・清水、夜行にて新宿発。 

 ・西糸屋、早大の方は徳沢に降りられた。 

 

 1 月 4 日 晴のち曇 

  石原國、澤田は登高会梶本氏に凍傷の治療を受く。 

 石原兄、松田、太田、三林、小林(銀ちゃん)、高井弟、天幕着。10 時頃。 

 室、早朝連絡の為下山。ホテルより再び徳沢まで上がり、救助隊と連絡後ホテルへ下る。 

 11 時、高井兄、上岡、森、小林、高井弟は、澤田、石原國を降ろす。松高ルンゼは尻セ

－ドで降りるが、それより澤田は、ルンゼ下で一緒になった新井を加えて、代わる代わる皆

の背におぶさり、夕刻養魚場に到着。 

 石原兄、松田、太田、南川、三林は若山の捜索の為、天幕に残留。 



 石原兄、松田、午後 B 沢に捜索に行くが、むなしく引き返す。 

 赤嶺、飯田氏、小山氏、それに夜遅く着いた清水は、養魚場に上がり、澤田、石原國の凍

傷の治療を施す。24 時過ぎ。 

 石岡はホテルにて神戸とたえず連絡をとる。 

 中道、佐野、西川、黒田、浅井、毛利、大北氏、岩瀬氏、三宅氏、若山氏(朝発英太・夜発

富夫)名古屋発夜行。 

 

 1 月 5 日 曇のち吹雪 

  又白池の天幕、捜索隊は猛烈な雪に１日休養。 

 小山氏、山本氏、森、捜索隊に合流する為、天幕に上がろうとするも、中畑新道の猛ラッ

セルに引き返す。 

 上岡、赤嶺、清水、高井兄、小林氏、飯田氏、新井は石原國と、そりに乗せた澤田をホテ

ルに降ろす。11 時、ホテル着。北川ホテルへ。 

 ホテルにて神戸との連絡を取り、凍傷治療の急を要する澤田を取り敢えず降ろし、石原國

はしばらくホテルで静養することにする。 

 赤嶺、上岡、清水、高井兄、飯田氏に新たに応援の太田、小松両氏に引かれて澤田が 1 時

出発す。ホテル前広場にて、毛利、浅井、西川、佐藤、三宅氏、若山氏と出会い、毛利、浅

井、西川、佐藤は直ちにそり隊に合流、下る。更に、大正池附近で、中道、黒田、大北氏、

岩瀬氏と出会い、大北、岩瀬氏は共に降る。猛吹雪の中、連日のアルバイトに疲労甚だしく、

全員くたくたになって沢渡西村屋に着く。17 時。 

 19 時、松本より迎えのハイヤ－に、上岡、赤嶺、高井兄弟、澤田、飯田氏、岩瀬氏、大

北氏の８名乗り込む。他は西村屋泊。 

 ・室早朝下山、中道さん一行と雲間の滝で会う。 

 ・中道、黒田、三宅氏、若山兄弟、ホテルへ。中道さん石原國の凍傷治療を施す。 

 澤田は、松本信大病院で治療の後、一同と共に 0 時 40 分、名古屋行に乗り込む。 

 

 1 月 6 日 雪 



  又白天幕 停滞 

 三宅氏、若山兄弟下山。佐藤、西川、汽車にて帰神。上田、伊藤、林、夜行にて名古屋発。

小松氏、太田氏、清水、新井、毛利、浅井、沢渡よりホテルへ。石岡、黒田、北川、中道、

石原國ホテル。 

 澤田、名大病院入院。 











「岩稜会冬山合宿前穂東壁遭難記録原本」-澤田榮介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



『三重大学山岳部会報』「前穂高岳東壁遭難報告」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


